
同

窓

々

報

令

同

ー元今

芯

々

報

曾

鹿

務

部

不
作
私
等
が
昭
和
四
年
度
の
幹
事
さ
し
て
選
患
に
首
選
し
た
の
は
四
月

廿
五
日
で
あ
る
υ

即
ち
廿
哉
の
氏
名
は

庶

務

部

堀

内

義

光

合

計

部

瀧

川

瀬

照

迩

動

部

大

野

町

中

島

正

鈴

論

部

矢

谷

智

秀

文

車

部

岡

本

前

能

鱗

買

部

松

永

良

詮

購

買

部

助

手

組

本

孝

美

の
六
名
で
あ
っ
て
也
ち
に
本
年
度
珠
算
案
の
編
成
に
着
手
し
、
越
え
て
五

月
二
日
午
前
八
時
よ
り
本
皐
院
階
上
に
第
十
八
同
定
期
同
窓
市
町
大
令
は
開

催
さ
れ
、
摘
出
算
案
の
承
認
を
了
し
、
正
式
に
就
任
の
挨
拶
を
述
ベ
蕊
に
引

絡
を
了
し
た
。
此
の
間
僅
か
に
二
時
閉
徐
例
年
に
無
い
議
事
の
遜
行
振
で

あ
っ
た
。

文
血
午
部
幹
事
岡
本
前
能
対
は
四
月
下
旬
即
ち
幹
事
賞
選
の
頃
よ
り
盲
腸

を
忠
ひ
、
大
令
官
口
仁
欲
府
し
共
の
府
大
宮
病
院
に
入
院
し
、
五
月
下
旬

退
院
す
る
事
を
符
た
が
向
ほ
療
養
の
免
め
郷
里
に
蹄
省
す
る
事
と
な
り
齢

一
八

O

任
を
山
叩
出
で
ら
れ
れ
h
o

し
れ
の
で
あ
っ
た
。

購
買
部
幹
事
松
永
良
詮
君
も
就
任
の
頃
よ
り
病
’
路
一
の
一
様
ふ
虎
と
な
り
、

党
一
戸
川
全
快
年
務
に
召
集
さ
れ
、
砕
帥
初
よ
り
専
ら
助
手
組
本
孝
美
君
に
依
っ

て
蕗
刻
さ
れ
て
尉
れ
が
、
品
目
．
付
金
額
の
整
期
等
そ
の
功
績
見
る
べ
き
も
の

が
多
い
。

六
月
に
入
り
常
感
院
の
古
き
出
身
の
大
先
輩
に
る
内
川
水
龍
山
先
生
は
東

京
大
崎
町
立
正
大
早
々
日
誌
に
就
任
せ
ら
れ
、
曲
川
純
山
保
利
の
訟
符
た
る
f

且叫が

身
延
に
登
山
、
凸
不
利
の
鴻
問
中
を
謝
し
問
中
長
就
任
の
回
目
を
報
告
し
、
絞
っ
て

後
議
た
5
1
H

々
に
訓
話
激
励
せ
ら
忠
、
慮
が
あ
っ
穴
0

1

H

々
の
修
養
に
資

す
る
勤
多
々
布
り
し
事
を
感
謝
し
て
止
ま
な
い
の
で
あ
る
0

1
ロ
が
務
院
よ

り
新
か
る
知
名
の
士
を
出
せ
る
本
は
、
古
き
一
脈
史
を
布
す
串
準
院
の
誇
・
い

あ
ら
ず
し
て
何
ん
で
あ
ら
う
か
Q

同
月
下
旬
に
至
り
本
令
各
部
々
長
の
更
迭
殺
友
あ
り
、

氏
名
は庶

務

部

長

購

買

部

長

合

計

部

長

依
っ
て
弐
勤
者
た
る
近
藤
一
志
聴
刊
仰
を
以
っ
て
補
充

即
ち
新
部
長
の

並

同

義

遜

先

生

中

脇

陣

R
克

明

先

生

永

倉

唯

嘉

先

生



日

川

一

論

部

長

松

木

本

興

先

生

文

則

中

部

長

徳

官

智

徳

先

生

運

動

部

長

野

崎

製

稜

先

生

等
で
あ
る
o
凶
み
に
本
合
々
長
は
学
院
長
杉
同
日
布
狼
下
、
副
合
長
は
殺

到
向
岡
市
m
w
b
先
生
で
あ
る
。

七
月
に
入
り
矢
張
り
滋
事
院
出
身
の
先
端
恥
れ
る
伊
藤
海
開
削
よ
り
活
動

庶
民
を
上
映
さ
し
て
封
ひ
皮
い
と
の
交
渉
あ
り
わ
い
る
を
以
て
、
二
日
夜
身

怨
公
品
開
堂
に
於
て
峡
稼
す
。
内
山
芥
は
教
育
及
び
宗
教
快
蓄
に
し
て
折
柄
の

暑
さ
に
も
拘
ら
ず
階
上
階
下
数
百
名
の
叡
覧
者
を
以
っ
て
充
に
さ
れ
、
近

来
稀
れ
の
虚
視
を
呈
し
れ
。

川
十
五
日
例
年
の
如
く
大
阪
明
浮
高
等
女
問
中
佼
米
中
和
卒
業
内
H
紙
上
級
生

百
数
約
名
は
、
教
職
員
引
卒
の
許
に
族
行
白
山
地
に
就
き
宮
九
月
延
に
も
多
読

さ
れ
れ
。
五
げ
仙
寺
は
大
本
殿
に
於
て
限
迎
茶
話
令
を
傑
ほ
し
約
此
の
機
合
に

於
て
口
蓮
主
義

ω
一
端
を
御
紹
介
す
る
事
を
ね
わ
い
事
は
喜
び
と
す
る
庭
で

あ
る
。長い
暑
中
休
恨
を
終
っ
て
九
月
早
々
一
台
々
は
揃
ふ
れ
o

次
い
で
川
ド
旬

松
永
良
訟
君
も
軍
務
を
果
た
し
て
防
ら
れ
た
o

十
月
五
日
午
后
七
時
よ
り
時
論
部
主
催
に
て
第
四
川
雄
M
M
大
令
を
身
延

公
a

村
山
中
に
附
き
、
川
力
女
阜
円
年
闘
は
勿
論
今
年
は
特
に
京
都
光
山
県
a

院
及
び

兵
山
以
下
本
門
校
本
宗
尼
ケ
崎
桜
林
よ
り
紳
士
を
招
待
し
、
此
山
中
干
の
紳
士

に
伏
リ
熱
紳
火
を
吐
〈
大
獅
子
肌
は
試
み
ら
れ
た
o

総
本
位
…
慮
六
百
名
品
川

同

窓、

々

報

舎

め
て
盛
大
で
あ
っ
た
。

同
夜
氾
ケ
崎
務
林
幹
論
部
長
は
親
し
く
五
日
々
と
合
談
し
た
が
中
百
年
数
家

の
閃
に
於
て
、
新
か
る
機
舎
を
利
川
し
て
親
睦
を
凶
か
け
将
来
近
々
の
手

に
依
っ
て
分
汲
的
概
念
を
排
除
し
ん
H
M
の
機
運
を
促
進
せ
し
め
皮
き
旨
を

述
べ
ら
れ
た
が
、
忍
と
し
て
も
松
め
て
訟
を
同
じ
う
す
る
虎
で
あ
る
o
将

来
此
の
事
が
合
同
促
進
へ
の
微
縁
と
も
な
れ
ば
幸
県
内
至
り
℃
あ
る
。

十
月
十
一
日
よ
り
三
日
間
宗
加
入
滅
報
恩
曾
式
で
あ
る
。
ー
け
が
同
窓
合

は
十
二
日
夜
務
迦
会
に
於
て
幻
燈
布
教
を
伐
し
、
給
っ
て
通
夜
詑
款
に
移

っ
た
o
秋
の
夜
は
阪
に
本
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
熱
心
・

1r也
多
（
の
信
者
遣

は
円
以
後
迄
陀
を
離
れ
な
か
っ
た
Q

国
民
に
文
字
泊
り
淑

A
h円
で
あ
る
は
脱
が
し

た。
行
光
地
畑
出
定
裁
で
あ
す
た
放
行
の
件
’
よ
品
士
五
山
と
決
定
し
て
漸
〈
愁

眉
を
附
く
に
至
っ
て
、
十
一
月
凶

H
早
朝
四
十
余
名
の
考
は
鶴
岡
敬
投
引

卒
、
大
野
叩
出
動
部
幹
事
諸
般
の
庶
務
捻
任
の
許
に
出
役
、
向
夜
は
火
山
片
町

に
一
泊
翌
日
午
店
向
山
し
た
。

一
部
の
者
は
修
準
族
行
に
時
間
伶
山
者
は
同
じ
〈
十
一
月
間
日
夜
七
時
か

ら
池
上
事
林
生
徒
一
行
サ
三
名
の
紋
迎
茶
話
品
開
を
大
名
殿
に
闘
い
た

ο
近

藤
幹
事
の
間
合
の
館
、
法
主
犯
下
の
御
訓
齢
に
次
い
で
首
方
よ
川
武
悶
海

正
芳
の
元
政
上
人

ω
詩
吟
‘
方
哲
源
君
山
一
以
読
み
り
、
池
上
眠
中
体
生
徒
六

、
七
名
山
（
品
積
交
々
銭
山
身
辺
的
崇
鍛
は
人
貴
け
れ
ば
虞
立
し
の
用
口
ひ
出
不
利

日
蓮
聖
人
の
人
絡
の
部
き
の
流
で
あ
る
の
回
日
を
述
べ
て
山
岡
山
銘
之
れ
を
深
う

/¥. 



同

史民

々

ti~ 

令

す
る
も
の
あ
り
、
松
木
紛
論
部
長
は
教
師
総
及
び
校
友
品
刊
を
代
表
し
、
私

熟
よ
川
向
で
、
名
を
な
し
た
明
治
紺
新
前
府
の
名
士
の
例
土
間
帯
げ
て
搬
納

す
る
慮
あ
り
、
池
K
皐
林
数
削
植
田
岡
削
は
皆
川
町
妙
法
の
理
想
に
国
民
し
仁
ら

に
突
進
す
る
凶
H
を
述
べ
伊
燦
海
阿
川
父
母
校
愛
よ
り
出
で
て
途
ぴ
・
い
宗
門

愛
に
論
及
し
剛
山
休
同
心
の
組
訓
に
川
る
べ
き
事
を
力
説
し
た
の
で
あ
る
o

最
前
に
不
合
私
も
日
法
禦
人
の
本
筆
法
門
は
金
剛
不
壌
の
法
城
で
あ
り
此

の
法
械
を
共
に
守
る
べ
き
人
々
と
親
義
の
契
リ
を
結
び
た
る
事
を
欣
快
と

す
る
符
を
述
べ
て
間
合
の
僻
と
し
た
。
的
問
問
者
一
一
附
夜
で
あ
っ
た
に
も
拘

ら
ず
殺
時
致
し
大
い
に
席
場
を
販
は
し
央
れ
た
事
は
唯
に
私
共
幹
事
の
感

謝
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
皐
林
生
徒
に
到
し
て
多
大
の
満
足
を
輿
へ
し
容
で

あ
ら
う
。

以
上
に
於
て
大
略
の
報
告
を
卒
へ
た
。
忠
ふ
に
五
μ
々
が
共
の
任
に
あ
ら

ず
し
て
共
職
や
汚
し
、
大
過
無
く
し
て
今
日
迄
合
務
を
虞
細
川
す
る
事
ら
ね

た
の
は
一
に
合
員
諸
君
の
一
致
問
結
せ
る
御
後
援
に
依
る
も
の
に
し
て
深

〈
感
謝
せ
ざ
る
を
符
な
い
。
私
は
し
み

L
＼
と
精
紳
的
合
作
の
強
み
ら
感

じ
迄
か
に
毛
利
一
冗
成
の
臨
終
に
際
し
て
十
矢
を
束
ね
て
終
易
に
折
れ
ざ
る

事
を
試
め
し
、
多
〈
の
子
等
に
協
力
し
て
闘
を
守
る
べ
き
様
訓
へ
た
故
事

た
忠
浮
べ
て
総
快
に
棋
え
な
い
。
此
の
上
と
も
御
後
援
た
御
殿
ひ
し
て
止

ま
ぬ
次
第
で
あ
る
。

終
り
に
外
部
よ
り
本
曾
を
御
一
援
助
下
さ
れ
し
方
々
の
御
芳
名
を
列
耐
排
す

れ
ば
た
の
如
〈
で
あ
る
o

I丸、

一
会
或
拾
削
也
清
水
泌
山
殿

一

金

五

闘

也

良

山

殿

一

金

五

回

也

中

島

な

か

殿

一
金
五
闘
也
法
藤
時
間
諦
殿

一

金

参

阿

也

二

宮

部

巌

殿

一

金

威

制

也

三

岡

義

制

殿

一
金
受
凶
也
小
林
ぃ
丸
山
口
一
般

一

金

受

闘

也

来

殿

仰
ほ
十
月
五
日
身
延
公
合
堂
に
於
け
る
却
制
州
大
合
の
他
校
紳
士
二
名
を

宿
泊
下
さ
れ
し
小
松
海
浄
師
及
十
一
月
四
日
池
上
準
林
生
徒
出
迎
へ
の
松

木
弊
論
部
長
と
私
に
説
委
英
他
続
々
御
使
宣
下
さ
れ
し
下
山
上
海
寺
小
松

け

い

殿

に

封

し

併

せ

て

謝

意

を

表

す

。

（

場

内

生

）

｜
｜
問
、
十
一
、
丸
、
記
｜
｜
｜



げな
T

げ

ら

岡

wυ

・
立
問
－
一
日
」
』
H

『
官
民
の
大
軍
恋
O

L
に
足
ら
ず
、
一
三
リ
の
舌
端
宇
民
に
恐
る
べ
し
』

と
は
彼
の
す
ケ
ド
ュ
守
の
五
ヒ
リ
ッ
プ
が
舌
紳
J
T

モ
ス
テ
ネ
λ

に
言
っ
た

言
楽
で
あ
る
0

時
間
的
－
い
三
千
年
、
空
間
的
に
全
世
界
を
私
達
が
凝
秘
す

る
な
ら
ば
、
共
慮
に
は
如
何
に
雄
紳
が
必
要
で
あ
り
、
又
偉
大
な
力
を
持

て
ゐ
る
か
を
知
る
で
あ
ら
う
。

身

ι寸
銭
を
も
、
た
ず
さ
へ
ず
し
て
、
一
語
よ
〈
不
利
を
粛
し
ま
た
訪

問
を
谷
き
起
す
も
の
は
貨
に
雄
総
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

数
回
介
は
敢
て
諸
君
が
能
排
と
な
る
事
を
望
ん
で
は
ゐ
な
い
。
然
し
法
悦

に
組
む
人
々
か
ら
共
の
奔
ぴ
を
分
ち
奥
え
ら
れ
ん
事
を
員
剣
に
欲
求
し
て

ゐ
る
。一脅
が
静
論
部
一
一
世
五
十
の
人
達
ょ
、
彼
の
」
ア
モ
ス
テ
宇
λ

が
一
身
を
M
附

し
て
ア
テ
ネ
の
都
を
救
は
ん
と
し
た
如
〈
、
伝
仰
と
お
愛
と
民
義
と
を
以

て
禦
日
選
の
魂
に
、
そ
し
て
乾
き
に
乾
け
る
本
の
如
き
心
を
持
つ
人
々
に

そ
れ
ら
の
法
雨
を
拠
え
よ
ろ
で
は
な
い
か
o
斯
〈
す
る
と
こ
ろ
自
ら
な
る

雄
悦
は
生
れ
る
o
今
俗
迦
一
同
の
耕
耕
令
及
び
山
内
布
我
山
外
い
五
月
以

来
本
部
が
活
躍
し
た
略
報
を
認
す
る
に
・

五
月
三
日
よ
り
四
日
巾
府
市
太
田
町
公
闘
に
於
て
松
木
部
長
引
卒
の

も
と
に
左
の
諸
氏
を
伝
詑
し
、
交
々
街
頭
に
立
っ
て
大
粂
に
叫
び
か
く

バ
悶
海
正
君
、
近
藤
葱
聴
君
・
方
哲
源
君
。

五
月
六
日
よ
り
八
日
に
至
る
線
写
担
架
合
に
際
し
幻
燃
及
び
道
路
布
敬

fn] 

；各

々

報

合

を
な
す
。

谷
川
寛
徳
、
最
上
英
俊
、
三
木
海
述
、
矢
谷
村
秀
、
同
代
祭
訳
、

窓
抽
相
、
灘
上
嘉
数
の
諸
氏
及
び
松
本
部
長
（
己
上
幻
時
解
説
）

矢
谷
智
秀
、
式
悶
海
正
、
近
藤
市
市
醐
相
、
灘
上
市
品
数

ω
裕
氏
及
び
松
木
部

長
（
巳
上
道
路
布
教
）

六
月
八
日
午
後
一
時
よ
り
本
態
講
堂
に
於
て
一
問
中
期
待
汲
選
出
雄
紳

大
合
を
開
催
す
、
常
日
の
プ
ロ
グ
ヲ
ム
左
の
如
し
コ

開

合

の

続

失

谷

幹

事

伸

ぴ

ん

と

す

る

力

中

一

佐

々

け

凶

器

智

君

時

代

は

反

る

中

二

小

捕

孝

勝

打

未

定

巾

コ

一

臼

井

玄

法

沼

健
全
は
体
傑
の
マ
ザ
じ
な
り
中
凶
落
井
良
附
対

小

よ

り

大

に

百

五

れ

中

五

石

川

派

茂

一

万

批

曾

改

浩

の

旭

勃

古

川

一

一

一

山

知

Mm対

岡

山

恕

凶

難

の

秋

雨

二

期

内

義

光

計

未

定

市

三

灘

上

惑

数

行

挨

拶

絵

木

部

長

間

合

の

餅

城

内

幹

事

六
月
七
日
、
玄
正
大
勝
主
催
品
川
凶
各
大
臥
中
高
等
専
門
事
佼
雄
林
大
曾
に

式
問
海
正
対
を
汲
遣
す
。

六
月
十
六
、
七
の
柄

U
山
市
純
御
人
山
骨
H

を
期
し
科
ぴ
街
現
に
獅
子
叫
す
、

：！止
，＇）£屯

一
八
三



fli] 

：各

『

報

令

布
教
に
従
事
の
人
々
左
の
如
し
。

矢
谷
知
日
秀
、
三
木
浄
注
、
近
藤
忍
抽
出
、
武

m海
正
、
制
内
義
光
の
諸
氏

及
び
松
木
部
長
。

六
月
サ
口
、
上
の
山
大
光
幼
三
光
一
大
子
山
祭
典
に
際
し
乞
ひ
に
依
り
左

の
諸
氏
出
張
布
設
す
。

矢
谷
知
H
秀
君
、
武
闘
海
正
君
、
石
m一
…
叶
師
会
対
。

七
月
品
川
口
、
健
林
坊
行
血
中
朝
仰
の
入
寂
日
に
左
の
諸
氏
布
設
し
、
時
深

一
史
に
及
ぶ

k
h
谷
智
秀
、
近
藤
市
部
聴
、
武
岡
海
庄
、
石
井
要
宏
の
諸
氏
、
及
び
結
城

内
情
光
教
授
。

十
月
一
日
、
宗
務
税
特
汲
布
役
削
平
井
県
俊
削
の
記
念
講
演
を
乞
ふ
o

十
月
一
一
、
三
の
雨
日
、
山
川
純
六
百
五
十
法
忌
立
体
部
時
止
に
本
部
主
催
に

て
柴
間
関
秀
削
を
知
山
将
し
布
教
講
習
合
を
な
す
。

十
月
五
日
、
午
前
五
時
よ
り
公
令
金
に
於
て
、
本
川
法
華
尼
ケ
防
車
林
、

京
都
光
山
車
院
、
男
女
青
年
同
第
凶
川
聯
介
雄
知
大
合
を
主
催
す
、
聴

衆
数
百
盛
大
な
り
き
、
闘
に
砕
同
日
の
プ
コ
グ
ラ
ム
左
の
如
し
o

一

間

合

之

辞

幹

事

矢

谷

行

秀

対

一

滴

立

本

浮

佐

々

尾

善

智

芳

一
日
刊
を
以
て
か
前
岳
民
に
酬
ゆ
e
へ

き

本

臥

中

小

山

仰

孝

勝

君

一
美
し
き
間
関
は
我
山
ふ
干
の
故
郷
な
り
本
事
末
吉
元
敬
世
相

一

思

想

倒

難

の

解

決

？

本

血

平

協

川

田

制

照

計

一
八
凶

一

野

人

の

川

び

光

山

拶

院

三

浦

知

川

見

京

一

員

宗

教

へ

の

愉

悦

本

取

れ

阿

暁

親

丹

羽

一

オ

ア

I

シ

ス

を

指

す

厄

グ

怖

感

林

池

同

事

怒

沼

一
占
川
敬
三
一
叫
ん
刊
川
ご
の
交
沙
じ
就
て
本
場
近
藤
沼
聴
行

一

所

印

刷

山

女

子

青

年

間

中

と

よ

じ

壊

一

勤

伶

女

子

脊

年

佐

野

も

h

ゑ
嬢

一

山

両

せ

る

日

本

私

闘

て

男

子

背

年

井

出

相

場

平

君

一
現
代
に
生
け
る
紛
人
さ
し
て
女
子
背
年
穂
坂
ち
か
よ
燦

一
現
代
の
風
潮
ミ
奇
人
青
年
の
箆
情
男
子
背
年
松
問
幸
一
刀

一

一

千

和

の

使

本

磨

町

以

上

英

俊

君

一

芽

萌

え

か

ら

成

長

へ

女

子

青

年

白

谷

千

慈

子

族

一
断
附
し
て
権
力
高
能
を
排
す
厄
ヶ
崎
製
林
小
林
文
翁
計

一
物
質
文
明
に
釣
す
る
宗
数
滋
徳
の
簡
見
本
事
吉
岡
孝
秀

π

一

現

代

宗

敬

一

斑

を

論

ず

本

翠

踊

洋

概

数

万

一

日

迩

主

義

ず

一

村

青

年

男

子

青

年

穂

坂

寛

君

一

理

想

へ

の

進

展

光

山

車

院

岡

元

錬

街

君

一
閥
陪
の
す
字
街
頭
に
立
ち
て
新
宗
教
之
氷
む
尼
ヶ
崎
血
中
林
安
立
比
例
雄
君

一

久

遣

の

あ

、

、

が

れ

本

血

中

武

悶

海

主

計

二

不

加

に

懐

か

れ

て

本

血

中

灘

上

惑

殺

宏

一

一

挨

拶

拙

論

部

長

松

木

本

興

先

生

一

間

令

之

辞

幹

事

端

内

義

光

君



十
一
月
十
二
日
、
宗
蹴
鶴
林
令
に
際
し
午
后
七
時
よ
り
稼
迦
堂
に
於
て

幻
慢
有
数
宗
純
一
代
記
・
及
び
そ
れ
に
縫
い
て
油
夜
説
教
を
な
す
o
幻
佼

解
説
並
に
遁
夜
訟
救
の
人
々
左
の
如
し

最
上
英
俊
、
矢
谷
智
秀
、
三
木
伊
達
、
武
阿
梅
正
、
近
一
縦
一
患
聴
、
制
明
内

義
光
の
諸
氏
及
び
松
木
部
長
〈
己
上
解
説
）

矢
谷
智
秀
、
稲
山
知
日
阻
午
、
遠
藤
是
孝
、
大
筋
朔
育
、
一
小
野
地
亨
、
注
目
脇

市
出
聴
、
吉
岡
孝
秀
、
石
井
市
有
宏
、
制
明
内
義
光
、
石
叩
バ
棋
会
内
訴
氏
。

l
l（
矢
谷
広
記
）

l
｜

運

動

部

川
出
動
日
此
の
言
葉
は
な

2
7
五
f
力
強
い
感
を
輿
へ
る
、
お
の
出
刷
業
務

立
つ
総
な
背
恭
の
意
気
が
窺
hv
れ
る
。
世
の
向
上
設
反
ご
共
に
運
動
は
品
川

界
的
に
旺
盛
に
な
っ
て
来
十
ハ
而
も
近
時
運
動
熱
の
旺
ん
な
同
程
先
溢
簡
な

る
事
府
民
で
運
動
が
異
に
潤
仰
附
さ
れ
て
帝
都
た
事
で
あ
る
と
思
ふ
υ
或
る
人
は

一
五
ふ
『
三
す
の
舌
頭
良
〈
大
放
を
定
方
す
、
』
亦
或
る
人
は
一
五
ふ
『
位
し
て

日
を
千
里
の
外
に
走
す
』
大
い
に
然
り
、
文
続
能
く
人
心
を
支
配
し
川
聞
の

危
念
存
亡
を
救
ふ
而
し
文
斡
亦
肉
体
を
離
れ
て
同
存
ぜ
ず
故
に
其
人
の
功

絞
の
大
小
は
総
べ
て
身
体
の
能
不
健
に
依
る
事
は
言
在
一
安
し
な
い
、
ん
す
や

M
聞
事
多
端
の
時
『
健
全
な
る
精
紳
は
健
全
た
る
身
体
に
杭
る
』
千
古
不
併

の
金
言
は
徐
々
共
の
光
輝
ら
新
に
し
来
た
の
で
あ
る
o

fiiJ 

~ 

々

都l

含

此
髭
－
い
於
て
か
回
目
円
。
寂
光
土
世
界
り
鉱
山
た
る
静
か
な
組
山
に
事
ぷ
我

々
L
本
化
別
な
の
大
法
を
鎮
ぷ
さ
一
五
ふ
事
の
み
を
以
て
足
れ
り
と
し
て
は

居
ら
れ
な
い
、
加
各
〈
一
枇
合
の
人
心
を
淑
て

ι今
更
に
現
在
将
来
の
4
3
F
J
山中

を
感
ひ
て
身
体
の
鍛
錬
に
志
さ
ず
に
は
肘
ら
れ
な
い
、
斯
ふ
し
た
填
の
意

味
の
巡
動
に
志
す
人
の
逐
次
に
ふ
ぺ
て
来
ゃ
い
事
は
同
県
に
喜
ば
し
き
事
で
あ

る。
正
円
が
運
動
部
は
路
球
部
‘
剣
泣
郎
、
ヮ
術
部
の
三
部
よ
り
成
っ
て
ゐ
る
o

今
左
に
部
分
け
し
て
筒
箪
に
説
明
を
す
れ
ば

庭
球
部
首
部
は
約
三
、
四
十
名
の
テ
二
ス
マ
ン
が
あ
り
随
分
盛
大

で
あ
る
。
従
来
コ

I
ト
が
一
ケ
所
丈
し
か
な
い
の
で
往
々
練
習
者
の
訟
に

添
は
ぬ
事
は
残
念
じ
あ
る
J

が
西
谷
に
第
二
民
中
期
よ
り
寄
指
令
が
設
玄
さ

れ
・
寮
生
の
丹
精
に
よ
り
近
々
の
白
川
に
コ

I
ト
も
設
設
さ
る
事
で
あ

Z
、

此
の
六
乃
十
日
に
下
部
に
於
て
コ

I
ト
開
き
に
際

L
、
蛍
皐
院

4
り
L

一組

の
選
手
を
汲
泣
す
o
又
十
月
二
日
身
四
時
中
穆
校
に
於
て
明
治
神
宮
の
賑
下

郡
市
到
抗
珠
選
大
舎
に
二
組
の
選
手
を
汲
遣
し
‘
各
相
時
手
脊
闘
努
力
の
紡

果
好
成
総
を
以
て
楓
山
の
前
日
を
拍
す
、
慶
し
た
外
部
の
刺
蹴
も
あ
る
の

で
盆
々
感
大
と
な
る
o

剣
道
部
官
部
は
是
又
四
十
名
の
合
員
を
有
し
一
昨
年
初
段
の
筒
井
君

一
級
の
比
例
制
削
討
の
去
ろ
に
及
ん
で
一
時
務
歎
し
て
い
れ
が
今
年
新
入
の
大

一
午
、
藤
井
の
諸
君
一
級
に
二
名
、
ニ
級
に
三
名
、
三
級
に
問
名
、
問
・
殺
に

八
名
、
五
紋
に
三
名
、
ム
ハ
級
に
三
名
、
七
級
に
十
名
、
新
入
者
拾
問
名
の
部

一
八
五



同

窓

骨

報

令

員
を
官
官
し
存
季
大
舎
に
は
盛
大
に
行
な
わ
れ
古
都
慰
期
の
宏
一
橋
古
納
舎
に
は

昇
級
試
合
を
行
ふ
積
り
で
あ
る
、
首
都
に
於
て
円
以
も
感
謝
す
ベ
告
は
仲
間
建

動
部
長
野
崎
先
生
と
身
延
小
準
校
の
訓
導
小
野
豆
夫
氏
の
熱
心
な
る
御
教

導
で
あ
る
‘
組
山
の
剣
道
は
雨
先
生
に
依
り
袋
々
旺
盛
に
成
り
つ

L

あ
る

は
貨
に
鰭
ば
し
い
次
第
で
あ
る
。

。
術
部
、
常
部
は
品
川
か
十
四
名
の
部
員
に
過
ぎ
な
ド
が
運
動
場
が
狭
い

居
”
に
練
習
場
の
諮
ら
れ
な
い
事
は
遺
憾
で
あ
る
、
共
の
内
に
良
い
地
所
を

見
付
け
完
全
な
射
的
携
を
作
り
大
い
に
後
展
を
期
そ
う
o

最
後
に
令
員
詩
対
『
永
世
の
問
を
照
す
て
う
姥
選
守
山
設
な
る
ぞ
』
と
歌

ひ
叫
ぶ
諸
君
よ
民
の
意
味
に
於
け
る
運
動
た
し
て
盆
守
護
連
せ
し
め
以
て

心
身
共
に
恥
健
を
期
し
此
の
校
散
を
し
て
意
義
あ
ら
し
め
ん
事
を
望
ん
で

止
ま
ぬ
の
で
あ
る
。

ー
（
大
野
生
）

i

文

串

部

一
枇
合
文
化
の
中
心
を
行
〈
も
の
に
、
地
半
ル
」
舌
ご
の
二
つ
が
あ
る
。
此
の

筆
舌
の
向
ふ
蕗
、
共
彪
に
厳
正
な
る
魁
合
批
剣
の
煉
火
は
掲
げ
ら
れ
、
よ

り
よ
き
一
枇
命
H

の
出
現
を
望
み
狩
る
事
が
出
来
る
。

近
時
出
版
界
の
洪
水
期
に
際
し
て
、
奇
が
澗
山
に
於
け
る
唯
一
の
丈
島
e

的
使
命
を
持
つ

t，
の
に
雑
誌
『
桜
紳
』
が
あ
る
o

即
ち
世
の
所
前
自
然
主

義
的
文
皐
と
そ
の
選
を
共
に
し
て
．
時
代
救
済
の
前
線
に
立
ち
悩
め
る
舵

一
八
六

合
大
衆
を
P
1
ド
す
る
は
勿
論
、
内
、
組
山
交
際
a

の
粋
を
後
初
昨
し
て
ゆ
く

も
の
な
る
事
は
、
今
夏
言
を
ま
た
な
い
で
あ
ろ
ふ
。

接
的
刊
行
復
活
第
一
一
年
に
岱
る
本
年
は
、
特
に
胤
山
に
於
け
る
凡
右
方

面
を
制
緩
し
て
桜
一
刊
を
洪
湖
に
怠
り
た
い
念
願
Y
ム
、
諸
先
生
、
並
に
校
友

諸
氏
に
御
寄
稿
を
添
う
し
、
併
ゼ
て
、
各
血
中
友
合
を
も
列
記
し
、
仰
木
－

m

々
報
を
も
融
政
表
さ
せ
て
頂
い
た
事
を
、
此
上
も
な
い
奔
ぴ
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
仰
従
来
桜
一
柳
の
原
稿
が
殆
む
ど
反
古
川
晶
体
に
さ
れ
、
何
等
反
み
ら

れ
な
か
っ
た
も
の
を
、
閥
書
主
事
江
利
山
先
生
、
松
木
、
徳
富
雨
先
生
の

指
導
に
依
っ
て
九
冊
に
製
本
し
、
長
〈
本
単
問
書
館
に
納
め
る
事
が
出
来

た
。
更
に
近
〈
楼
紳
に
干
し
て
の
、
所
前
初
列
巳
古
都
の
文
献
、
及
斡
局
員
数

業
を
整
践
し
て
、
川
様
納
め
る
期
の
早
か
ら
ん
本
を
切
望
す
る
も
の
で
あ

る。五
日
々
は
品
川
に
世
の
文
準
を
愛
好
す
る
と
共
に
、
所
前
宗
門
文
民
中
の
中
に

コ
一
大
賓
策
の
あ
る
事
ど
も
を
胸
に
忘
れ
ず
、
型
胞
の
行
軍
二
遺
物
進
の
伐

め
に
‘
止
暇
断
阪
の
研
究
を
必
必
ざ
す
る
も
の
で
あ
る
。

絡
に
際
し
て
‘
校
正
の
不
備
制
特
心
不
振
等
を
央
々
も
深
謝
す
る
と
同

時
に
、
之
が
一
つ
の
コ
ベ
ル
ユ
ク
ス
的
鴨
川
と
伐
っ
て
、
京
都
る
可
、
f
年
の

溌
燥
を
深
く
祈
る
と
共
に
、
左
記
烹
粉
、
雑
誌
を
御
寄
贈
下
さ
れ
し
諸
氏

に
惇
〈
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

大
阪
偽
札
紘

一
枇
合
事
業
研
究

大
阪
毎
日
新
聞

会会問

島

伊

i＼、

殿



天
業
民
報

身
冨
也
教
報

立

正

由

党

醒

惇

幕
開

の

光

信
中
九
月
報

あ

さ

ひ

来

幻

視

明

民

数4
川

報

開

〆

話

作

人

道

端

裳

慈
善
新
報

六
大
新
報

弘
済
合
報同

窓

合

tl 々

」ニ

天
栄
氏
報
一
枇
殿

身
延
設
相
祁
一
枇
殿

高

松

立

正

枇

殿

大

阪

箆
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